
三重県伊賀市下友生地区 強い農業・担い手づくり総合支援交付金 （地域担い手育成支援タイプ）

【地区の概要】

内陸型気候で比較的降水量が少なく、
良質米として知られる伊賀米の産地

地区内の農業者の高齢化が進み、個
人での管理が困難な水田が増える傾向
にあり、水田委託の受入・拡大に向けて
体制を強化する必要がある地区

助成対象者「（農）下友生ファーム」の経営の状況と事業内容

【事業実施時の状況】
〈Ｒ元年度〉

○売上高 47百万円

○経営面積 64.06ha

【現在の経営状況】
〈Ｒ３年度〉

＊R４年度は未確定
○売上高 50百万円 （106％）

○経営面積 71.15ha （111％）

【経営の経緯】

平成２年 下友生営農組合設立

平成27年 法人化（農事組合法人）

平成27年 経営改善計画の認定

地域農業の在り方等を踏まえた市町村支援計画等の概要

《事業活用の背景》
○ 経営面積を拡大するためには、農薬散布と草刈り作業の分散化及び、作業の省力化を図る必要がある。
農薬散布の作業時間短縮・省力化、未経験者が参画しやすい体制整備に向けて高性能機械を導入する。

《事業による整備内容》

○ ドローン １台

事業費 2,800千円（国費 763 千円）

事業の
効果

《対象者》 肥料・農薬散布作業にかかる時間と作業人数の低減が可能となり、規模拡大や適期作業による高品

質化が実現し、売上高を増加することができた。

《地 区》 担い手の組織体制が整備・強化されることにより地区内の農家が安心して水田を預けられる環境を構

築。

法人 土地利用型

三重県

伊賀市下友生地区

【支援内容・背景】

地区内の水田委託要望増に対応でき、若い世代が参画しやすいように組織体制
の整備・強化を支援する必要がある。

助成対象者は地区の人・農地プランに位置付けられた担い手であり、委託要望
に応える意向はあるが、オペレーターの高齢化や労働力不足に加え、既存の機
械・施設の作業能力が上限に近づきつつあり、十分に応えられていない。このため、
地区内の農業者が水田を安心して預けられるよう、スマート農業機械導入による
省力化等、助成対象者の組織体制の整備・強化を支援する。

経営面積はR4年度実績

延べ面積 77.07ha
うち主食用水稲：44.36ha
うち小麦 ：16.66ha
うち大豆 ：11.91ha

延べ面積 78.65ha
うち主食用水稲：46.15ha
うち小麦 ：14.85ha
うち大豆 ： 5.64ha


